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番号 寺院名 宗派 成立年代 西暦 備考
① 瑞祥寺 曹洞宗 慶長９年－寛永１４年 １６０４－３７ 永正８年（１５１１）、御給村に創建。
② 岫慶寺 曹洞宗 天文年間 １５３２－５５
③ 恵光寺 時宗 不詳 － 文和元年（１３５２）、春日町近辺「ガラガラ畠」に創建。
④ 蓮光寺 天台宗 長享２年 １４８８
⑤ 光玖寺 日蓮宗 天正７年 １５７９
⑥ 妙典寺 日蓮宗 享禄元年 １５２８
⑦ 円立寺 日蓮宗 天正年間 １５７３－９１
永禄４年（１５６１）、土橋庄に創建。城下町建設の際、
現地移転。
⑧ 大宝寺 真言宗 文明２年 １４７０ 応安元年（１３６８）、小山庄に創建。
⑨ 長興寺 臨済宗 承応４年？ １６５５
⑩ 光福寺 真言宗 元和１０年 １６２４
⑪ 善導寺 浄土宗 慶長６年 １６０１ 永禄元年（１５５８）、野口村に創建。
⑫ 誓念寺 浄土真宗 寛文５年 １６６５ 文禄３年（１５９４）、中津川村に創建。
⑬ 龍泉寺 真言宗 文禄年間 １５９２－９６
⑭ 大雄院 日蓮宗 慶長１４年 １６０９
⑮ 願成寺 真言宗 明暦３年 １６５７
⑯ 長勝寺 浄土真宗 元和年間 １６１５－２４
宝徳年間（１４４９－５２）、勝山郷北袋野津俣村に創建。後、
平泉寺へ移転。
⑰ 浄勝寺 浄土真宗 天正年間 １５７３－９１
⑱ 勝授寺 浄土真宗 慶長１７年 １６１２
天正７年（１５７９）、加賀国より中野村に移転。後、慶
長１７年に三国に移転。その遺跡を四番町へ移す。
⑲ 法蓮寺 浄土真宗 慶長１３年 １６０８
初め矢戸口村に所在。慶長年間に大野二番町に移り、
間もなく四番町へ移転。
⑳ 教願寺 浄土真宗 慶長初年 １５９６－ 越中国より移転。
 本伝寺 浄土真宗 不詳 － 寛永２年（１６２５）、若生子村に創建。
 円徳寺 浄土真宗 元和年間 １６１５－２４ 慶長１７年（１６１２）、春日町「古町」に創建。
 託縁寺 浄土真宗 万治２年 １６５９ 文明年間（１４６９－８７）、平泉寺に創建。
 円和寺 浄土真宗 文禄年間 １５９２－９６ 春日町「古町」より移転。
 奥寮 時宗 不詳 － 貞治６年（１３６７）創建か。当初、恵光寺に属す。
 明源寺 浄土真宗 元和年間 １６１５－２４
 徳厳寺 曹洞宗 寛永１５年？ １６３８
 最勝寺 浄土真宗 永禄年間 １５５８－７０ 明応６年（１４９７）、田野村に創建。
	 応行寺 浄土真宗 天和２年 １６８２ 天正２年（１５７４）以降、春日町「古町」に創建。天正
１１年（１５８３）、二番六間町へ移転。

 曹源寺 曹洞宗 慶安年間 １６４８－５２ 天正１３年（１５８５）、瑞祥寺北東付近に創建。
大野の城下町プランと町名について
―９３―
４．数詞町名の成立
大野では、南北路沿いに一番町・二番町・三番町・四番町・五番町があり、東西路沿いに六間町・
七間町・八間町がある。このような数詞町名をもつことが、長近の城下町の特色であることは前述した。
さて大野の場合、一から八まで連続する数詞町名があるが、南北路は寺町を除く５本全ての通りに
数詞町名が付されているのに対し、東西路では６本中３本のみとなっている。東西路に数詞町名を設
ける余

地

があるにもかかわらず、「九」以上の数詞町名がないのはなぜなのか。
筆者はその理由を、長近があえて末広がりの吉数である「八」で止めることを意図したためではな
いかと考える。織田信長が「井ノ口」を「岐阜」と改めた例や、松平忠昌が「北庄」を「福居」と改
めた例があるように、戦国武将や大名らが縁起や好字にこだわりをみせたことはよく知られている２４。
そのような傾向が長近にもあったことは、大野城を「亀山城」と称したことからも明らかであろう。
では、南北と東西で数詞が異なるのはなぜか。これについてはおそらく、碁盤目状の城下町にあっ
て、あたかも条里呼称法のように二種類の数詞を用いることで、直交する街路の方位を明示しようと
したのではないかと考える。その際、一方の数詞町名に「番」が用いられたのは、「一番駆け」「一
番備え」「一番槍」「一番首」など戦に関わる用語も多く、おそらく武家にとって馴染みのある数詞で
あったためであろう。
では、「番」に対置される数詞が何故に「間」なのか。この疑問についても、大野の城下町プラン
を前記のように理解するならば、一つの解釈を導き出せる。
すなわち、大野の城下町形成が七間町より始まり、なおかつ七間町が城下町の基軸をなしていたの
ならば、その町名は道幅に由来したのではないか、という解釈である。おそらく七間町は、道幅７間
（約１２．７ｍ）の大通りに面したことにより、
その名が生じたのであろう。
因みに、江戸時代の七間町の道幅は２８尺
（約４．６間）といわれている２５。しかし、こ
の道幅が長近時代に遡りうるかは不明であ
り、城下町建設当初の道幅が７間であった
可能性も皆無ではないだろう。
ところで、七間町の町名をもつ城下町と
しては、他にも慶長１４年（１６０９）に徳川家
康が建設した駿府がある２６（図８）。興味深
いのは、駿府の七間町も、大野と同様に街
道（東海道）が通過し、なおかつ大手道に
面している、という点である。また、駿府
の七間町については、その町名が道幅に由
来するとの説が従来あることも見逃せな
い２７。
なお、長近は天正３年（１５７５）の長篠の
合戦で家康を援け、また関ヶ原の合戦以降
は家康を伏見の邸宅に招くなど、家康との
親交が厚かったといわれている２８。些か大
胆な推測をするならば、家康は長近から大
野の町に関する情報を得て、その一部を駿
府城下に取り入れた可能性もあるのではな
いだろうか。
さて、大野城下の町名が七間町より始ま
るものとすれば、長近はおそらくこれを基
図８ 駿府の城下町プラン
寛永１５年（１６３８）頃「駿河国駿府古絵図」をもとに作成
門井 直哉
―９４―
として一から八までの数字を通り名として並べる
ことを発想したのであろう。すなわち、七間町を
中軸として、これと隣り合う東西路については「七
間」に倣って川上側を「六間」、川下側を「八間」
と名づけ、一方、南北路については数詞を違えて
東西路と区別し、城の近くから「一番」「二番」「三
番」「四番」「五番」と名づけたのである。
してみると、長近は殺伐とした戦国の世にあり
ながら、なかなか洒落のある人物であったように
思われる。そのことは、後年、長近の隠居城とな
った美濃上有知の尾崎丸山が、京都嵯峨野の名勝
に因み「小倉山」と改められた事実からもうかが
えよう２９。
５．おわりに
最後に、大野のような城下町プランがいかにし
て生まれたのか、という問題について若干の見通
しを述べておきたい。
中西和子氏は「城下町の建設にあたっては個々
の大名がまったくオリジナルなプランを創出した
のではなく、何か参考とすべき具体的な城下町が
その念頭に存在していたと考えるのが自然であろ
う」とし、天正２年（１５７４）の長浜城普請にも参
加した藤堂高虎の城下町が「秀吉モデル」の影響
を受けていることを指摘している３０。では、天正
４年（１５７６）に始まる大野の町づくりにおいては、
どのような城下町が参考とされたのであろうか。
その一つとして考えうるのは、大野に先行して
建設された秀吉の長浜である。長浜は、長方形街
区と短冊型地割を有する近世城下町のルーツとも
目される城下町である。大野においても、長方形
街区と短冊型地割をもつ点、特に長方形街区の長
辺を城に対して横に並べつつ、タテ町型を基本と
する点などは長浜の城下町プランと酷似している。
また、土橋城時代からの寺院集積地域との間に城
下町が展開している点も、中世的先行基盤である
長浜八幡宮に向けて城下町を建設したという秀吉
の手法３１に近い。
だが、以上のような類似点があるにせよ、大野
の城下町プランに長浜との直接的な系譜関係をみ
ることは難しいだろう。なぜならば、長近と秀吉
はともに織田信長に仕える身ではあったが、天正
３年（１５７５）に長近が大野を得るまでの間、両者
の間にさしたる接触の形跡は見出しがたいからで
図９ 小牧城下町復原図
千田嘉博氏による
図１０ 岐阜城下町復原図
小島道裕氏による
大野の城下町プランと町名について
―９５―
ある。
となれば、大野の城下町プランの源流は長浜以外の地に求めねばなるまい。そして、それは信長が
永禄６年（１５６３）に建設した尾張小牧の城下町や、永禄１０年（１５６７）より再興した岐阜の城下町の姿
だったのではないだろうか（図９・図１０）。小牧については、短冊型地割と長方形街区を有する城下
町であったことが近年明らかとなってきている３２。また信長が天下取りの拠点として定めた岐阜は、
斎藤道三以来のタテ町型城下町を、信長が拡大整備したものであった３３。
これらの城下町プランは、当時、信長に付き従っていた長近も、当然目の当たりにしたことであろ
う。長近が大野において施した町割のベースには、この小牧や岐阜の記憶があったのではないかと考
える。信長に仕えた他の武将らが建設した城下町との比較も念頭に置きつつ、この問題については今
後検討を進めてみたい。
――――――――――――――――――
１ 高山の数詞町名は、後に「一之町」「二之町」「三之町」と改称されている。
２ ①足利健亮『中近世都市の歴史地理』、地人書房、１９８４年、９３～１３２頁、２２１～２３０頁。②同『地理から見た信長・
秀吉・家康の戦略』、創元社、２０００年、７～２６頁、１５７～１９３頁。
３ 前掲２、足利論文。
４ ①宮本雅明「城下町の空間類型」、年報都市史研究２、１９９４年、３～１５頁。②中西和子「織豊期城下町にみる町割
プランの変容―タテ町型からヨコ町型への変化について―」、歴史地理学４５－２、２００３年、２５～４５頁。
５ 『大野市史』第６巻・史料総括編、１９８５年、所収。
６ 大野市歴史民俗資料館編『絵図が語る大野』、１９９４年、所収。
７ 『大野市史』第８巻・地区編、１９９１年、８～２１頁
８ 『大野市史』第３巻・諸家文書編二、１９８１年、所収。
９ 『福井県史』資料編２中世、１９８６年、所収。
１０ 前掲７、６２～６４頁。
１１ 前掲７、６２～６４頁。
１２ 前掲６、所収。
１３ 前掲７、８～２１頁。
１４ なお、金森長近は一番町・石灯籠小路付近を基点に城下の町割を行ったと伝えられており、長近が測量に使用し
た水縄を埋めたとされる石灯籠小路には、石灯籠地蔵尊が祀られている。（前掲７、４２～４４頁。）
１５ 長浜城歴史博物館編『近世城下町のルーツ・長浜』、２００２年、５４～７２頁。
１６ 『大野町史』第２集、１９５４年、９５０～９８４頁。
１７ 前掲８、所収。なお金森長近は、大野入封まもない天正３年（１５７５）１２月２６日、「当

郡

鍛座之事、惣中へ不及案
内新儀ニ入事、并かま・鍬・釘等何も諸道具ふり売令停止上ハ、惣鍛中可為進退者也」との安堵状を「大

野

郡

惣鍛
衆中 土蔵宗左衛門」宛に下している。また長近とともに大野郡に入り、同郡の３分の１を領した原政茂も、天正
３年（１５７５）１２月に同様の安堵状を「大

野

郡

惣かち衆中」宛に下している。
１８ 前掲８、所収。
１９ 坂田玉子「城下町の成立と四百年の経過」、奥越史料１２、１９８３年、４２～６０頁。
２０ なお、土橋城の南方には、「古町」「土居」などの小字名も残り、土橋城周辺には小規模の城下町が形成されてい
たと考えられている。（前掲７、８～２１頁。）
２１ 寺町通りは一番から五番までの南北路とは異なり、北西に約１度傾いているが、これは土橋城下の方位になぞら
えたことによるものとされる。（吉田森「越前大野城（亀山城）と城下町」、大野市文化財保護委員会編『越前大野
城と金森長近』１９６８年、１～７８頁。）
２２ タテ町型から出発した長浜も、江戸時代になると北国街道中心のヨコ町型に転じている。（前掲１５、２００２年、５４
門井 直哉
―９６―
～７２頁。）
２３ 町名としての「横町」は、一般に表通りから入った町筋のことであり、城下町プランにおけるヨコ町型の概念と
は区別される。
２４ 信長・秀吉・家康の縁起へのこだわりについては、足利氏の論考（前掲２－②）に詳しい。
２５ 『大野町史』第１集、１９５４年、５５０～５５３頁。
２６ 家康は天正１４年（１５８６）～１８年（１５９０）にも駿府に在城したが、城下町の本格的整備は大御所となった慶長期に
なされている。
２７ 飯塚伝太郎『しずおか町名の由来』、静岡新聞社、１９８９年、２１頁。
２８ 斎藤秀助「金森長近略伝」、大野市文化財保護委員会編『越前大野城と金森長近』、１９６８年、７９～１７６頁。
２９ 『美濃市史』通史編上巻、１９７９年、２５７～２６４頁。
３０ 中西和子「藤堂高虎の城下町建設にみる織豊期城下町プランの受容と展開」、歴史地理学４２－５、２０００年、２３～４０
頁。
３１ 中西、前掲３０、２３～４０頁。
３２ ①千田嘉博「小牧城下町の復元的考察」、ヒストリア１２１、１９８９年、３６～５２頁。②前川要『都市考古学の研究』、柏
書房、１９９１年、７９～１１９頁。③中嶋隆「小牧」、１６１７会シンポジウム資料『信長の城下町』、２００７年、１３～２２頁。
３３ ①小島道裕「戦国城下町の構造」、日本史研究２５７、１９８４年、３０～５９頁。②同「戦国・織豊期の城下町」、『日本都
市史入門』Ⅱ・町、東京大学出版会、１９９０年、２１～３９頁。③足利、前掲２－②、７～２６頁。
大野の城下町プランと町名について
―９７―
